
r

l

第94号通巻17巻第3号
1997年9月30日発宿

守山市立埋蔵文化財センター
窓0775－85－439？

壱524－0：

守山市服部町2250番封

しもな力

可＝長天童別言-でこさし‘ま

古高町の下長遺跡第1調査地点力

ら「さしば状木製品」が出土しまL

た。古鷺墳時代前期に埋まり始めたIE

河道から、多数の木器にまじって見弓

かりました‘
さしぱうちわ ・え

｢肇」とは団扇に長い柄がついた

ような形状をしていて、高貴な身分
じゅうしや

の人が儀式のときに従者によって藍
かざ

に讃した道具です。今回出土した木
さしばじ垂

製品を「磐状ﾌホ
ひ八

という名前で

I呼んでいますが、おそらくこの集落

にいた権力者が儀式のときに用､
つえ

た「杖」ではないかと考えられますc

残存長は約117cmで、おそらく2m近くの長さがあったものと考えら

れ、スギで作られており、時期は古墳時代前期です。あいにく柄の先が

欠けていますが残りは良く、写真のとおり頭の部分は円盤状で中央に丸
あな えんばん いっついとつき力路､はん

い孔があり、円盤からは一対の突起が外反しながら伸びています。そし
そたいもん

て「組帯学文」と呼ばれる文様がレリーフされています。組『詩文とは古:墳
ちよっこも洲

の出土品の一部に施されている「直弧文」
けんいしようちょう

という棺滅を象」徴するデザイ

ンの一種で、この文様自体も権威の象徴になります，

これまで下長遺跡では、権力者の住まいした建物や彼らの持ち物で友
っかがしら いしくしろ

る刀の柄頭や装飾品である石釧も出土していますが、当時この地にい士

権力者がどのような人であったのか、大変興味がもたれます。

訓
「乙貞」は服部遺跡の調査で出土した銅印に刻まれていた文字で、奈良時代末頃のものと

こう

思われます。大きさは約3.3cin×3.3cm,高さ約4.2cm,重さ約75gです。この銅印は公
いん

印として使用されたものではなく、個人印として使用されたものと考えられます。
J~E
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「鴎」－で､また亜く
ぎじよう‐

「侭藍杖』一壱@ま

、
雪野山古墳出土琴柱型石製品

今回、下長遺跡より出土した木製品を「儀式のときに用いた杖」（儀杖）

と考えました。では何故、従来考古学で考えられる「弱」ではなく、「杖」

としたのでしょうか。その理由を説明したいと思います。

「鶏」は身分の高い人の顔を隠す道具です。今回発見された木製品の頭

部の径は人間の顔の大きさより小さく、隠すことが出来ません。また、と

ても装飾的に優れており、感覚的ですが、どうも肇ではないような気がし

ます。では、この木製品の頭部と似ているものは古墳時代には無いのだろ
ようか&､ちゆきのやま

うかということで調べてみました。すると、滋賀県八日市市にある雪野山
ことじがたせきせG,ひん

古墳出土品の中に似たものがありました。それは琴柱形石製品とよばれて

いるもので､難の際に死者の璽榔に置かれた票真であったと考えられて
へ念ぎよく

いるものです。これは碧玉という石で作られており、古墳時代前期において、
ぎよくじようほうきて念じゅじゅってき

石製品には、腕輪や玉杖などがあり、宝器的な性格を帯び、呪術的な意味をj
けんい【

いるものです。これは碧玉という石で作られており、古墳時代前期において、この石を原材料に使った
ぎよくじようほうきて念じゅじゅってき

石製品には、腕輪や玉杖などがあり、宝器的な性格を帯び、呪術的な意味を持っていたと考えられま式
けんいしようちょう

上方に伸びる突起部を持つ琴柱形石製品や玉杖などは、この形自体が権威の象徴として存在し、下長遺

跡出土のものとよく似ています。また彫り込まれている文様自体も権威を象徴するデザインです。そし
え

て何よりこの木製品を杖として手に持った時の感じです。それは杖の頭より下の部分の柄力沙し細くな

っており、握りやすく、そこを握ると杖の頭の部分が持った人の顔の高さより少し高い所にくるなど

の特徴から「儀杖」と判断しています。

では、このような「儀杖」を持つ人がいた下長遺跡とは一体どのような遺跡なのでしょうか。
′、

~r長遺助言と、ま－最近の調査とあわせて－

下長遺跡のムラが栄えた古墳時代は、社会において様々な身分の差が明確になり、有力者、権力者が

現れた時代です。このような時'代のなかで、下長遺跡はどのような姿をしていたのでしょうか。

下長進鰯ドは古高町の工業団地とその周辺に広がる遺跡で、昭和58年(1983)から1見在までに18次に及

ぶ調査が行われています。これまでの調査により、潮上800m，東西20伽以上の大規模な集落韮跡で、こ

の範囲の中からは縄文時代中期から鎌倉時代にかけてのムラや水田が、また南から北へ流れる大きな川

跡（旧河道と呼びます）が見つかっています。弥生時代までのムラはそれほど大きくなかったのですが
びこうち

弥生時代末から古墳時代の前期にかけて旧河道の両岸の微高地で営まれたムラは大きく成長します。そ
す

して、旧河;道はムラの生活で不用になったたくさんの土器や木製品などが:棄てられ炭埋まり始めます。こ

の廃棄された土器木製品などは私たちに様々な昔の姿を見せてくれます。古墳時'代初期の土器の中に
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1とうかいぼくりくさんいんせとうちかつばつ

は東海、北陸、山陰、瀬戸内地方などの土器が混じっており、活発な交流があったことを語ってます。
・すきくわおのえ

木製品では、農業や土木工事に使われたであろう鍬、鋤、斧柄、日常用品である容器類、そして、当時
けんちくぷざい

の人が住んでいた家の一部である建築部材などが多数出土しています。これらから古代の木工技術を知

ることができ、ムラでの日常生活の姿を復元することが可能です。特殊なものでは、権力者の腕を飾る
いし<しろちよつこもんつかがしら

石勧¥や、銅鏡､権威のあかしである「直弧文」と呼ばれる文様を彫り込んだ刀の把頭、琴や、当時の権
かいま

力者の姿を垣間見ることができます。
すいたい

その後、古墳時代の前期を過ぎた頃からムラは衰退し始め、それと同じくしてムラの中を流れる旧河

，道は徐々に埋没し、その埋没した部分を水田として有効に活用するようになります。

第17次調査は今月をもって終了し、「儀杖」(さしば状木製品）や多量の土器や木製品が出土し、今
うらづ

今までの調査成果を裏付けています。
|F－o娠謂奉暴今回去釜一錐マ，生i←i､訂砦一F畢垂跡本屋ﾖ鐘脈錘…罰
第18次調査も今月をもって終了しました。旧河：道

は幅約40m、深さ2raの規7模を持っており、弥生時代

の終わり頃までは水が流れていたようです。しかし、

古墳時代前期になり、ムラの規模が拡大するととも
はいき

に、土器や木器を廃棄するようになり埋まり始め、

その後、この地形を利用して水田が営まれるように

なります。一番古いものから古墳時代前期、奈良時

代､平安時代､鎌倉時代の4面の水田跡が見つかり

地褒而

現在の水

一一一一一■一一一一一一一

現在の水田床±

ました｡下層2面の水田の藍は木の枝を置いた上に

一粘土を盛り上げて造られています｡そして､旧河道の妻ち蔭に語って古墳時代前期にﾑﾗを壊して溝が
掘られていました｡これは旧河道上の水田への織用の水路であったと考えられ､ムラの衰退と共に水

どくりつむなもちぱしら

田が造られたことがわかります。他には独立棟持柱をもった大型建物などが4棟まとまって見つかって
さいし

います。以前の調査では見つかっていないことから、ここがムラの祭記場であった可能性があります。
きんりんしもまがり

また同様に大型建物が見つかっている近隣の伊勢遺跡や栗東町下鈎遺跡が衰退しはじめた頃に出現して

おり、前述の集落とつながりがあると考えられます。
きょかん

以上のことから、下長遺跡は「儀杖」や大型建物などの存在と豪族の居館跡があり、古墳というお墓
そうてい

からだけでなく、集落遺跡からも権力者の存在が想定できます｡又多量の土器や木器などから当時の地

域間交流の姿や日常生活の一端力頓え､居住域であるﾑﾗと生産域である水田との蕪な関連性により
いったんうかが

こうぞう

当時のムラの風景を生き生きと伝え、社会構造を復元していく上でも、非常に貴重な遺跡です。言い換鐸

|｜えるなら、当時をそのまま包み込んでいるタイムカプセルなのです(佐々 木）
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S発掘割司査だより言

i恥珊名(調査次鋤；；調査期間；調査噸；担当者；:一:…一……~一………~…謡.……調…蓋一遍………;………………~………~……~……:一一………：

遍諾屋三毛這蕗一…轟硫m榊砺…一:…繭茄〃……;~砿i耐…す菰…瀞
§-……;…一．….……-…-----…･---･………:｡……･…………--………･…．…--……:…-.-…･……-------.……….･--.-;…『･……-……-…-;･---……………：

i②;伊勢遺勝(男4鍬鋤；紬綱ifH98/4-8/26IMm川畑；
；-……;.……-…------…-----.-……･-…－－:……･……-…－－……･---…･…-…….…･-……………-.---…･………-.:.-..--………･…･…i…---.-…-……･3

1③;焔魔堂城遺跡(蔦鍬鋤；紬繊腫購蹴ﾉ蘭H96/9-7/15鮪帥gf川畑：
！…-…;….………………………-…----…･･………………--------…………･……-.:-…-…･……-----.-……･-………§……………･……･§……･…………．

；④:金森東遺跡側鰍鋤；制嚇脚判馴･糊･洲鼠jH810/22-(mm!88000mi小出；
§_._.…;………___________….._……_……．．__:－………-.--.--…---………-……-……-…･………--.-………………………-……………:---…….………：

；⑤；下長遺跡側7剛；紬鮎鋼押；肥10/17-側；網00伽；岩崎i
…_.………………_……_………………__.;__.………______…………__……….一._I..___….……….….…_…………:______…._……._.…:…__．．__…….…：

;⑥I下長遺跡mm鋤捌鮎蘭H95/3-9/8j81000㎡；伴野；
；…….;.………………_.………._………__:..….…………_-…-.…….…..…-….….……………-------……･………:………･…･-….….;-.-.._…-……-：

;⑦嫁之越遺跡(瓢鍬蔽）；伽胡WWjH94/23-(篭誌)j8650001i畑本；
；.……;･……-……-.---……--…－－…--:……･……………-.-…-……………---:………--.-……･一……--．……;-…-…･…………･-:……-…………：

；⑧;吉身北遺跡；抽婚瓢蹴賑H96/26-8/20!8100㎡；大岡；
．…………………･-.-…--………･………--:-………………---……………-………;･…………･…･………-･……･…:…-----………･…:・・・--………･…：

；⑨；吉身西遺跡棚鍬篭）；調肺制W宇稲、；冊6/16-6/27；網3伽；佐々 木；
；….…;､--……….…-.-……..………:……:-…･--……………-…-…………-…･…･…-………-…………･…………§……--……………:…-…-.………．：

；⑩;吉身西遺跡(笛8鍬鋤；抽碕d鵬妊ｹnH97/7-7/19I8l30fli中村：
；._…..§..る..………….…._…．……………-……….………-.--.-……-……一….．-…-.-……-…-.-…-……………:---…----.………-..:_…._……….…：

；⑪;吉身西遺跡(詔5脚鋤；制鯛iff字ｾﾂ世jH97/22-(鰯誠)j82500㎡；藤原；
；….…;….………._-……….._…--.--….:……….………-………..……………………….…………--……….….:-.-……………………____…_……：

;⑫i吉身西遺跡棚鰍篭)jttR剛蝋玉ｹrH98/6-8/21j8520iil中村！
：.._‐‘…...：‘､－．．．．．．．．．．．．－－‘.‘.‘.,.－－－－－口．.．､－－．．，．－－‘...…胴.‘.,：‘､-....,...｡－‐.,‘..－‘..,、－．.一一.‘.－－－－‘.－－．．．．．．1.‘.‐‘...－,.‘.‘.－‘.-....1...-,.--,.-‘...‘.‘．、－．－－．．．．，．－－－－．．．．．－‘.,...－‘.．、－－－－－．‘．‘.－‘.－－．－‘.‘､－－‘.－－壷．‘.‐‐‘.－．.‘－．－－－．.‐‘...‘…,．

※義議篭畷蕊議霊前号の『乙貞』で金森東遺跡便12棚の;灘査地が異なっていました。正しくは金森町で
はなく守山町です。申し訳ございませんでした。

※一覧表のh⑤。⑥下長遺跡に関する調査だよりは、2～3ページをご覧ください。
※騒状木製品が出土した遺跡は表中脳⑤下長遺跡第17次調査です。
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①石田三宅遺跡

7月から石田町字下橋本・向橋本で、道路改良工事に先立ち1,300㎡を対象に発掘調査を実施しまし

た。その結果、古墳時代の旧河道と奈良時代、平安時代後期頃の掘立柱建物などを検出しましたb奈良

時代頃と考えられる建物の規模は7間×3間で､南側に幅80皿程の溝が藩して掘られています｡おそ
すう”

らく、周辺には数棟の建物が存在しているものと考えられます。平安時代後期の遺構は東西60m程の範

囲で検出されました。南側約200mの地点からは過去に溝で囲まれた有力農民層のものと考えられるほ
ふ

ぽ同時期の集落が見つかっていて、その関係が考えられます。この他、旧河道からは縄文時代晩期の深
ばち

鉢の破片も少量ながら出土しています。（小島）

'

－■｡一一一

20m

石田三宅遺跡遺構平面図

②伊勢遺跡〔43秒
伊勢町の土地区画整理事業を行っている場所の一

角に個人住宅が建設されることとなったため、その
しきち つかぱしら

敷地を発掘調査しました。その結果、束柱をもつ大

型の掘立柱建物が4棟と4型の掘立柱建物1棟、井

戸などが見つかりました。大型の掘立柱建物は柱穴
．はじき

から土師器の小皿などが出土し、その状況から12世

紀頃の建物と推定されます。その内SB-1は、以

前に行われた道I塔部分の調査でも見つかっていて、

それと考え合わせると7～8間×5間（約84㎡）の

建物になると思われます。またSB-2も、5間以

上×5間以上の大きな建物と推定されます。これら

は、周辺で見つかっている同時期の建物の中でも中

心的な建物だったと思われます。（川畑）
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えんまどうじよう

③焔魔堂城遺跡（第2次調査）

守山女子高校の西約300蝦の場所にあたる水田地1200㎡にマンションが遥没されることとなったため
し避んり●うる

事前に発掘調査を行いました。その結果、弥生時代の方形周溝墓や古墳時代の大溝や自然流路、中世か

ら近世にかけての溝や耕作跡が見つかりました。見つかった方形周溝墓は、古墳時代前期の大溝に削平
“よう だいじょうぶ

されていて、全容はうかがえませんが、台状部の大きさが、6.5m×8m程のやや長方形状になるものと
りっ合よう

思われます。また、西側の一辺には、中央部分を掘らずに残した陸橋状の場所が確認されました。
ぞうえいじら

この方形周溝墓の造営時期は、周溝から出土した壷や饗の特徴から弥生時代中期末にさかのぼること

が分かりました｡前回の｢乙貞｣には､箭溌溌嵩篭という古墳時代初頭に現れる新しい型式のお
ーー

墓が紹介されましたが、今回

発見されたものはその祖型と

もなりえる可能性のあるもの

です。

今回の調査では、当遺跡で

2回目の調査にあたり、墓域

の広がりや､鐘した人達の
はん“

集落の場所などは判然として

いませんので、今後の調査に

期待されます。（川畑）
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焔魔堂城遺跡遺構平面図

…もりひがし

④金森東遺跡

今回は､古墳時代の住居を切る溝から出土した若芳について報告します｡石刀とは､縄
とが

文時代後期に出現し、晩期に盛んに作られたものですが、刃の部分は尖っておらず鈍いた

め、実用的なものというよりは、当時の人々の精神生活と深く関わる遺物であると考えら
かたぐち

れます。今回は古墳時代よりも新しい溝の肩口からの出土であり、流れ込みによるものと

思われます。県内では伊吹町などからの出土が報告されていますが、守山市内からの出土
か

は今回が初めてです｡出土した石刀は下半部を欠いているものの､全体にわたって鵜お
あやすぎもんょうほどこもんようたい

よび綾杉状の文様が中央をさかいに上下対称に施されており、全体で1つの文様体を構成

すると考えるならば、下半部には文様を施していない可能性もあります。ところで、石刀
じんて合えい合よう

は今回のように部分的に出土することが多く、ここに何らかの人的影響を考えるとしたら

どのようなこと力簿えられるでしょうか。

錨

石

刀

(小出）

－6－



っかのこし

⑦塚之越遺跡（第13次調査）

前鳥号でお知らせしたT－l区のあと、T－2区の上層・下層の調査を行いました。結果は、それぞれ

ピットを10穴程検出したにとどまりました。現?在、T－3区及びT－4区で調査を進めています。

T-2区に隣倭したT-3区では､やはり識な遺構でしたが､真ん中より剛では､昨年度までの
調査で見つかっています旧河;道の続きを検出しました。この旧河}道内は、水田跡として利用されていた

と考えられていますが、今のところ確認はしていません。少し西側に離れたT－4区では、南北方向に

2条重なった溝や4溝、方形周溝墓1基、ピットを検出し、これから徐々 に掘削していく予定です。

上鴬裟噸……末か州報
Iにかけて調査を行いました｡今までに行われてきた周
辺の調査から、古墳時代中期から後期にかけての大規

模な集落と古墳の存在が確認されていました。今回の

，調査は70㎡ほどの狭い調査区でしたが、古墳時代後期

Iを中心とする竪穴住居が10棟、重なりあって検出され

ました。同じ場所に何度も，頻繁に建て替えて住んで

いたようです。

また、10棟のうちSH-4からはカマドと貯蔵穴が

見つかり、SH-7の床面からは稽若蕊の篭や諭

'一円板、原石、多量のチップが出土しています。
今後この調査成果をふまえて、当時の人々の生活状

況や生産活動を復元していきたいと思います。

（大岡）
吉身北遺跡遺構平面図

1111

5雷

⑨吉身西遺跡（第83次調査）

昨年度以前に行われた調査から、吉身西遺跡は縄文時代後期に集落が営まれ、弥生時代中期には方形

周溝墓が造墓されるなど、各時代にわたる複合遺跡です。今回の調査では、中世から近世にかけての溝

が5条、古墳時代の溝が1条見つかりました。なかでも特筆できるのは、縄文時代の土器や炭化物力堪

盤になる層から発見されたことです。10年ほど前にすぐ近くで行われた第28次調査では、縄文時代後期

の竪穴住居や石器製作跡が見つかっています。今後この成果と合わせて、周辺の地理的条件を考慮に入
じったい

れながら縄文時代の吉身西遺跡の実体を解明していこうと思います。（佐々木）

－7－



⑩吉身西遺跡（第84次調査）

店舗建築に先立ち、守山町字仁王ケ町において約130㎡を対象に調査を実施しました。調査の結果、

弥生時代後期と考えられる溝1条と、平安時代の溝4条が見つかりました。この調査地より南東で弥生

時代後期の竪穴住居が、また』晒で方形周溝墓が見つかっており、この地点は集落と墓域との境目にあ

たるものと考えられます。（中村）

⑪吉身西遺跡（第85次調査）

現在、調査地の北と南に調査区を設けて約1000㎡を調査しています。南側の調査地からは、柱穴と溝
くぼみいし

状の遺構と竪穴住居が見つかっています。柱穴からは小さな土器片が少量と、凹石とみられる15cm程の
だえんけい

楕円形をした石が1つ見つかっています。石は柱穴の中にすっぽりとおさまった状態で見つかっている

ため、柱が沈まないようにわざと入れた可能性もあります。竪穴住居は現在1棟が見つかっており、詩へ
すみ

約6m×6mの隅が丸くなった四角形をしています。調査はこれからなので、時期など詳しいことは分

かりませんが、今回の調昌査地の南側で弥生時代後期の竪穴住居が多く見つかっており、その続きではな
じ上じよ

いかと考えています｡今回の調査地は吉身西遺跡の西の端にあたり、地形的にも徐々 に低くなっていく

場所です。今回の調査で、集落がどのあたりまで広がっていくのかを知ることができると思います。

（藤原）

⑫吉身西遺跡（第86次調査）

守山5丁目字仁王ヶ町で個人住宅建築に先立ち、約526㎡を対象に調査を実施しました。撹乱が激し

く、遺構はかなり傷んでいましたが、弥生時代後期の溝1条、古墳時代後期の溝1条、時期不明の溝5

条が検出されました。（中村）

突然-でこ‐すカミー． －－－こ二二－でク -rズ､一言－す

ここは、金森東遺跡。今日も皆さん元気に

仲良く、発掘調査を行っています。
とこっちは

床士を剥いだ後のデコポコした地面を爵平

らになるよう、削っていくと……あれ？何や

ら土の色の違う部分が出てきました。

それでは問題1

，これから掘り進めるにあたって、この写真

のなかではどの部分を掘るでしょうか？

答えは次のページ曇

－8－
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手当「会屈オ1...る二七、 主屈オ工え£し、二七・…・逃構はどうやってみつけるの?

発掘現場で調査を行っていると、現場を見学に来られた方から、 「どうしてそこに遺構があることが

わかるの?J rどうして掘れる所と掘れない所とがあるの?Jといった質問を受けます。今回はこのこ

とについてお話したいと思います。
ちひaうゐん ふんか

今、私たちが生活を営んでいる地面は、地球が生まれたときの地表面の上に、火山の噴火で降った火
こうずい たいせ台

山灰や、洪水で流されてきた土砂など、人為が介在しない、自然の堆積が何j習にも積み重なった"土の
じ.. ま

居(発掘調査をしている私たちの悶では「地WJと言います)で出来ています。言い換えるならば、
しぜんた‘吐舎

地面は"自然堆積"の広がりであり、私たちはこの地面に家や橋、道を造ったり、野洲川に見られるよ
a、“し.う

うな河川の改修などの手を加えて活用しているわけです。(1)

同様に、昔の人々も井戸やゴミ穴を掘ったり、家を建てたりし
かいへゐ

ていました。このように昔の人身が、自然を改変して、地面を掘

り込んで活用したものを「遺構Jと言います。遺構はやがて使わ

れることがなくなり、今ではその姿を見ることは土の中でしか出
とだ ふうう

来ません。それは人々の生活が途絶えたあと(l)、風雨にさらさ
どし，

れ、土砂が流れ込み、徐キに浅くなり、またはかたくずれを起こ

し、埋まっていくからです (2)。井戸のように深くて、放誼して

おくと危険であるため、故意に埋めてしまうものもあります。そ

してその埋まってしまった遺構の上にも新たなる自然の堆積が起

こるのです (3)。逸機が埋まった土は、それが掘られた地面の土
じaうじ.っ せっ

と、色や土の質が違ったりします。それは上述の通り、自然の摂

晶こ基づいて堆積した地面と巡った土が入り込んだからです。そ
てが

して私たちはこの「違い」を手掛かりにして、新しく埋まった順
か

番に上から一層づっ掘り進め、撮れる土と掘れない土、言い換え

るなら遺構と遺構でない地面を区別していきます。

クィ， A 、α〉宅SFJζ1 

9ぺ ジの写真の黒い部分を掘りました。

すると中から家の跡がでできました。つま

り、黒い部分が掘れる部分、 「遺構Jであ
こんせ倉

って、昔の人々が地面を掘り込んだ痕跡な

のです。 (大岡)
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☆特男U昼要一層目ｲ崖☆

埋蔵文化財センターにおいて､下記のとおり秋季糊帳を開催するはこびとなりました。守山市では

ここ数年の開発の増加に伴って発掘調査の件数も増加し 、

しじよう

また新聞紙上をにぎやかす遺跡が多くありま

す。例年の展示会では、新聞紙上にあがった遺跡を中心にその時代についての展示をおこなってまいり
せいか

ましたが、今回は多くの発掘調査の成果から時代ごとに地域社会を見つめなおし、考えていきたいと思
しせぃ

っています。今回の特月帳は平成2年度に行われた市政2唄年の「守山の歴史を掘る」に続くもので、

それ以降に行われた発掘調査の成果を公開していきます‘

展示は時代別に縄文時代・弥生時代・古墳時代・奈良～平安時代・中世の5つにわけ、それぞれの時

代を見ていきます。

縄文時代ではまだまだ明らかになっていないところが多いのですが、縄文時代の進跡がどのような所
りつちようそ

に立地していたのか、どんな様相を呈していたのかを、弥生時代は、 しものごうかんごうし●うらく〃、下之郷遺跡などの環濠集落を中‘ノ
ちくぞq

に雌時代の社会について、古墳時代では、
ごうぞく

下長遺跡を中心に地方豪族の存在や、 古､墳の築造でみえる
泳潅うやくし上あとりつりとうこつ力

階層性について、奈良～平安時代では、役所跡から律令国家が地方をどのように支配しようとしたのか

を、中世では、武家社会の中で集落の生活がどの様に変わったかなど、時代別に様々な角度から考えて

いき、守山がどの様に移り変わっていったのか、発展していったのかを考えていきたいと思います。
ごらい軸

皆さんも一緒に守山の歴史を考えてみて下さい。多数の御来館をお待ちしています

訂
1

1．開催テーマ 守山の歴史を掘る2

2．開催期間平成9年11月1日（土）～11月24日（月)(開催中無休$

3．開館時間9：00～16:0(

4．講演会日時：11月15日（土）午;後1:30-

演題
念ないおうみ

｢古墳出現期の畿内と近江
いしのひろのぶ

講師：石野博信氏（徳島文理大学教授）

5．スライド会日時:11月9日（日）午;後1：30～

(編集後記
巳 さっ函

内容：「守山の歴史を掘る2」

※講演会・スライド会は2階会議室にて行います

‘、
､ノ

今、世の中は殺伐としていて良いニュースを聞くことはあまりありません。時代力竣わったからと､

うだけでしょうか？こういう時だからこそ地域社会を見つめなおしていかなければいけないときではな

いでしょうか？今回の特呂娠も地域社会を考えるうえで少しでも役に立てば！と思っております。
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